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お問い合わせダイヤル  
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第10期 

(決算日 2023年４月27日) 
 

受益者の皆さまへ 
 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて「インベスコ ジャパン成長株・夢ファンド（年２

回決算型）」は、2023年４月27日に第10期の決算を行いまし

た。ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 
＊当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2028年４月27日まで 

運 用 方 針 

「インベスコ 中小型・成長株 マザー

ファンド」受益証券を主要投資対象とし、

投資信託財産の中長期的な成長を図るこ

とを目標として運用を行います。 

主要運用対象 

イ ン ベ ス コ 

ジャパン成長株・ 

夢 フ ァ ン ド 

（年２回決算型） 

「インベスコ 中小型・

成長株 マザーファン

ド」受益証券を主要投資

対象とします。 

イ ン ベ ス コ 

中小型・成長株 

マザーファンド 

わが国の金融商品取引

所に上場されている株

式を主要投資対象とし

ます。 

組 入 制 限 

イ ン ベ ス コ 

ジャパン成長株・ 

夢 フ ァ ン ド 

（年２回決算型） 

・株式への実質投資割

合には制限を設けま

せん。 

・外貨建資産への実質

投資割合は、投資信託

財産の純資産総額の

20％以下とします。 

イ ン ベ ス コ 

中小型・成長株 

マザーファンド 

・株式への投資割合に

は制限を設けません。 

・外貨建資産への投資

割合は、投資信託財産

の純資産総額の20％

以下とします。 

分 配 方 針 

年２回の毎決算時（原則として４・10月

の各27日。同日が休業日の場合は翌営業

日）に委託会社が、基準価額水準、市況

動向、残存信託期間等を勘案して分配を

行います。ただし、委託会社の判断によ

り分配を行わない場合があります。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

Russell/Nomura Small Cap 
インデックス（配当込み） 株   式 

組 入 比 率 
純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ポイント ％ ％ 百万円 

６期(2021年４月27日) 10,199 0 9.4 977.22 13.4 99.0 1,736 

７期(2021年10月27日) 10,927 0 7.1 1,021.25 4.5 96.8 1,639 

８期(2022年４月27日) 9,164 0 △16.1 920.16 △ 9.9 97.3 1,209 

９期(2022年10月27日) 9,429 0 2.9 992.58 7.9 98.1 1,166 

10期(2023年４月27日) 9,038 0 △ 4.1 1,062.17 7.0 95.5 1,022 
 

（注） 基準価額は１万口当たりです。 

（注） 当ファンドはベンチマークを定めていないため、参考指数としてRussell/Nomura Small Cap インデックス（配当込み）を掲載してい

ます。Russell/Nomura Small Cap インデックスはラッセル・インベストメントと野村證券株式会社が作成している株式の指数で、当

該指数に関する一切の知的財産権その他の一切の権利はラッセル・インベストメントと野村證券株式会社に帰属しています。また、ラッ

セル・インベストメントと野村證券株式会社は、当該インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、ファ

ンドの運用成果等に関して一切の責任を負うものではありません。以下、同じです。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れていますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

Russell/Nomura Small Cap 
イ ン デ ッ ク ス （ 配 当 込 み ） 株   式 

組 入 比 率 
 騰 落 率 ( 参 考 指 数 ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ 

2022年10月27日 9,429 － 992.58 － 98.1 

10月末 9,632 2.2 1,004.29 1.2 98.2 

11月末 9,804 4.0 1,026.43 3.4 96.4 

12月末 9,198 △2.4 996.31 0.4 97.5 

2023年１月末 9,528 1.0 1,026.20 3.4 98.2 

２月末 9,393 △0.4 1,040.98 4.9 97.1 

３月末 9,198 △2.4 1,052.28 6.0 96.7 

(期  末)      

2023年４月27日 9,038 △4.1 1,062.17 7.0 95.5 
 

（注） 基準価額は１万口当たりです。 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れていますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
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○運用経過  

 期中の基準価額等の推移 (2022年10月28日～2023年４月27日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびRussell/Nomura Small Cap インデックス（配当込み）は、期首（2022年10月27日）の値が基準価額と同一

となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） Russell/Nomura Small Cap インデックス（配当込み）は、参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

［上昇要因］ 

・わが国の中小型株式を実質的な主要投資対象としているため、海外に対して出遅れていた国内経

済の回復や円安などの恩恵を受けた堅調な日本企業の業績動向が下支えとなり、国内株式市場が

上昇したことが、基準価額の上昇要因となりました。 

・継続的に高い利益成長が見込まれ、未来の主力株として活躍すると期待できる企業に投資した結

果、ＦＰパートナー、ビジョン、住信ＳＢＩネット銀行などの株価の上昇がプラスに寄与しました。 
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［下落要因］ 

・海外主要国で金融引き締めが継続する中、銀行などの金融株や資源株などを中心とするバリュー

株が選好され、当ファンドが主に投資対象とするグロース株は敬遠される相場環境であったこと

が、基準価額の下落要因となりました。 

・業績動向は順調も、グロース株が敬遠された市場環境の影響が見られたエスプール、リンクアン

ドモチベーション、これまで上昇していた反動などからウエストホールディングスなどの株価が

下落したことが、基準価額の下落要因となりました。 

 

 投資環境 
 

  
当期の日本の株式市場は、底堅く推移しました。 

期初の株式市場は、減速を示す米国の景気指標などから米連邦準備理事会（ＦＲＢ）による利上

げペースが鈍化するとの見方が強まり、切り返しとなった米国株式市場に追随する形で国内株式市

場も堅調な動きでスタートました。しかし2022年12月に入ると再びＦＲＢや欧州中央銀行（ＥＣＢ）

の金融引き締めによる景気悪化懸念が市場の重石となったほか、意表を突いた日銀による長短金利

操作（イールドカーブ・コントロール、ＹＣＣ）の修正が、一部で「緩和修正」の第一歩と受け止

められたこと、さらにはそれによって進んだ急速な円高などが嫌気され、相場は一転調整色を強め

ました。もっとも、2023年の年明け以降は米国の経済指標の鈍化を受けて過度な利上げ懸念が再度

後退したことや、中国経済のリオ―プニングに対する期待感などに加え、日銀による金融緩和策の

維持がコンセンサスとして広がったことなども加わり、国内株式市場は再び上値を目指す展開とな

りました。３月には米国の金融機関が破綻に追い込まれたことを機に投資家のリスク回避が進みま

したが、各国政府・中央銀行の迅速な対応を受けて、金融システムに対する懸念は徐々に収束、期

末にかけては、企業の自社株買いを期待する動きや、米国の著名投資家による日本株への追加投資

の報道を受けた外国人投資家の資金流入などを支えに、株式市場は反転、日経平均株価は2022年８

月の高値に迫る動きとなりました。 

 

 当ファンドのポートフォリオ 
 
主としてインベスコ 中小型・成長株 マザーファンド（以下、マザーファンドといいます。）

に投資を行い、マザーファンドを通じて、わが国の中小型株式に投資を行いました。 

 

マザーファンドでは、安定的な利益成長が予想される企業や、新しい技術・サービスで高利益成

長が期待される企業に投資を行いました。徹底したファンダメンタルズ分析に基づき、新しい成長

ドライバーを得て成長力が高いと判断した銘柄への投資を中心に、ポートフォリオを構築しました。



品 名：90018_141801_010_03_インベスコ ジャパン成長株・夢ファンド（年２回決算型）_962910.docx 

日 時：2023/6/12 17:33:00 

ページ：4 

 

－ 4 － 

インベスコ ジャパン成長株・夢ファンド（年２回決算型）インベスコ ジャパン成長株・夢ファンド（年２回決算型） 

具体的には、①ＡＩ（人工知能）やビッグデータ、ＩｏＴ（モノのインターネット）などデジタル

化の恩恵を受けると見込まれる銘柄、②労働市場改革やデジタル化による業務改革、ダイバーシ

ティなど持続可能な組織への変化による恩恵を受けると見込まれる銘柄、③再生可能エネルギー・

省エネ関連など持続可能な社会への変化による恩恵を受ける銘柄、④業界再編、金融活性化、Ｍ＆Ａ

など資本市場を通じた成長戦略を実践することで業績の伸長が期待できる銘柄などです。具体的に

は、ＶＴｕｂｅｒ関連のカバー、機能性食品・素材を手掛けるファーマフーズ、環境関連大手の大

栄環境などの新規組み入れを行いました。その一方で、株価が上昇したネクステージやティーケー

ピーの利益確定売りや、短期的な利益成長モメンタムが鈍化する可能性が出てきたジャパンマテリ

アル、日本瓦斯などの売却を行いました。 

 

 当ファンドのベンチマークとの差異 
 
当期の基準価額騰落率は△4.1％と

なり、参考指数であるRussell/Nomura 

Small Cap インデックス（配当込み）

の騰落率＋7.0％を下回る結果となり

ました。 

 

［プラス要因］ 

・個別銘柄では、参考指数の非構成銘

柄であるＦＰパートナー、オープン

ワーク、住信ＳＢＩネット銀行など

を組み入れていたことなどがプラス

に寄与しました。 

・業種別では、「保険業」「情報・通信業」

「銀行業」の銘柄選択などがプラス

に寄与しました。 

 

［マイナス要因］ 

・個別銘柄では、ウエストホールディングス、リンクアンドモチベーション、エスプールなどを参

考指数以上の組み入れとしていたことなどがマイナスに影響しました。 

・業種別では、「サービス業」を参考指数以上の組み入れとしていたことや、「機械」「小売業」の

銘柄選択などがマイナスに影響しました。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） Russell/Nomura Small Cap インデックス（配当込み）は、参考指数です。 
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 分配金 
 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向および残存信託期間などを勘案し、当期は

見送りとさせていただきました。収益分配金に充てなかった収益につきましては、信託財産に留保

して元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第10期 

2022年10月28日～ 
2023年４月27日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,256   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

主としてマザーファンドに投資を行い、マザーファンドを通じて、わが国の中小型株式に投資を

行います。 

マザーファンドでは、安定的な利益成長が予想される企業や、新しい技術・サービスで高利益成

長が期待される企業に投資を行います。具体的には、徹底したファンダメンタルズ分析に基づき、

新しい成長ドライバーを得て成長力が高いと判断した銘柄への投資を中心に、ポートフォリオを構

築します。 

 

今後の株式市場は、米国を中心とする内外の景気、物価や金融政策、あるいは債券市場動向に加

え、ウクライナ情勢などを睨みながらも、依然として上値をうかがう動きが続くことを想定してお

ります。米国ではシリコンバレーバンク（ＳＶＢ）に続き、大手の地銀ファースト・リパブリック・

バンク（ＦＲＣ）も経営破綻に追い込まれましたが、これまでのところ米国株式・債券市場は大き

な波乱もなく冷静にこのイベントを受け止めており、多くの投資家はむしろＦＲＢによる次の一手

やその声明に注目している状況です。世界経済にとって、2023年後半以降の米国の景気後退はリス

ク要因ではありますが、減速傾向が鮮明化すれば今後は利下げシナリオが浮上する可能性があるこ

とに加え、中国経済は依然としてリオープニングが続いているなど、必ずしも悲観すべき事ばかり

ではありません。国内については、海外景気の下振れや急速な円高進行はリスク要因として認識す

べきではあるものの、ゴールデンウィーク明けからの新型コロナウイルスの５類への移行や、大手
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企業を中心とする賃上げの動き、目に見えて増加しつつある外国人旅行客に加え、部品不足の緩和

による挽回生産など、独自の景気下支え要因が少なからず存在しています。企業業績に関しても、

2023年度初の会社予想こそ世界景気の減速や原材料高、円高などを受けて、保守的なものとなる見

込みですが、供給制約からの回復や上向きの国内景気などを受けて、 終的には増益となる可能性

は引き続き高いと見ています。さらには、株主還元強化の流れの中、東証による上場企業に向けた

「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」要請を受け、2022年以上のペースで還元

強化の発表が続いていることに加え、バリュエーション面から見て決して割高な水準ではないこと

から、日本株に対しては前向きな評価を継続しています。 

以上の投資環境の見通しのもと、ファンドの運用では、現在のポートフォリオ戦略を維持する基

本方針に変更はありませんが、業績動向と株価バリュエーションを精査しながら、引き続き保有銘

柄の入れ替えなどを行う方針です。 
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インベスコ ジャパン成長株・夢ファンド（年２回決算型）インベスコ ジャパン成長株・夢ファンド（年２回決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年10月28日～2023年４月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 82  0.872  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (40)  (0.425)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (40)  (0.425)  購入後の情報提供、運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管 
理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.022)  ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 9   0.098   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 9)  (0.098)   

（c） そ の 他 費 用 5   0.054   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.015)  監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 4)  (0.039)  印刷費用は、目論見書や運用報告書等の法定書類の作成・印刷に要する費用 
等 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理に要する費用 

 合 計 96   1.024    

期中の平均基準価額は、9,458円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数点以下第４位を四捨五入してあります。 
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インベスコ ジャパン成長株・夢ファンド（年２回決算型）インベスコ ジャパン成長株・夢ファンド（年２回決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.85％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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インベスコ ジャパン成長株・夢ファンド（年２回決算型）インベスコ ジャパン成長株・夢ファンド（年２回決算型） 

○売買及び取引の状況 (2022年10月28日～2023年４月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
インベスコ 中小型・成長株 マザーファンド 1,057 12,036 10,611 124,222 

 
（注） 単位未満は切捨てています。 

 

○株式売買比率 (2022年10月28日～2023年４月27日) 

 

項 目 
当 期 

インベスコ 中小型・成長株 マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 4,711,760千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 5,238,537千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.89   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） 金額の単位未満は切捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年10月28日～2023年４月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年４月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

インベスコ 中小型・成長株 マザーファンド 101,674 92,120 1,032,548 
 
（注） 単位未満は切捨てています。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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インベスコ ジャパン成長株・夢ファンド（年２回決算型）インベスコ ジャパン成長株・夢ファンド（年２回決算型） 

○投資信託財産の構成 (2023年４月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

インベスコ 中小型・成長株 マザーファンド 1,032,548 100.0 

投資信託財産総額 1,032,548 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てています。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年４月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,032,548,660   

 インベスコ 中小型・成長株 マザーファンド(評価額) 1,032,548,660   

(B) 負債 10,052,159   

 未払信託報酬 9,457,468   

 その他未払費用 594,691   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,022,496,501   

 元本 1,131,380,702   

 次期繰越損益金 △  108,884,201   

(D) 受益権総口数 1,131,380,702口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,038円 

 
＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 
（貸借対照表関係） 
１．期首元本額 1,237,349,337円

期中追加設定元本額 13,077,601円
期中一部解約元本額 119,046,236円

２．元本の欠損 
貸借対照表上の純資産額が元本総額を下回っており、その差額
は108,884,201円です。 

○損益の状況 (2022年10月28日～2023年４月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △ 34,258,147   

 売買益 2,539,053   

 売買損 △ 36,797,200   

(B) 信託報酬等 △ 10,052,159   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △ 44,310,306   

(D) 前期繰越損益金 △ 33,277,655   

(E) 追加信託差損益金 △ 31,296,240   

 (配当等相当額) (    2,374,019)  

 (売買損益相当額) (△ 33,670,259)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △108,884,201   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △108,884,201   

 追加信託差損益金 △ 31,296,240   

 (配当等相当額) (    2,373,461)  

 (売買損益相当額) (△ 33,669,701)  

 分配準備積立金 139,839,186   

 繰越損益金 △217,427,147   
 

（注） (A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
（注） 収益分配金の計算過程は以下の通りです。 

計算期間末における費用控除後の配当等収益（1,538,248円）、
費用控除後の有価証券売買等損益（0円）、信託約款に規定する
収益調整金（2,373,461円）および分配準備積立金（138,300,938
円）より分配対象収益は142,212,647円（１万口当たり1,256円）
となりましたが、基準価額水準、市況動向および残存信託期間
等を勘案し、当期の分配を見合わせました。 

 

○分配金のお知らせ  

 当期の収益分配は見送らせていただきました。 
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